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幹
部
候
補
生
と
し
て
陸
上
自
衛
隊
に
入
隊
。

防
衛
庁
で
は
ド
イ
ツ
勤
務
な
ど
も
経
験
し

て
、
徹
底
的
に
危
機
に
備
え
る
意
識
を
体
得

し
た
上
で
、
防
衛
庁
退
職
後
の
平
成
11
年
に

吉
田
町
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

当
初
か
ら
、
愛
す
る
故
郷
を
よ
り
よ
く
運

営
し
た
い
と
い
う
志
を
胸
に
秘
め
て
い
た
田

村
町
長
は
、
平
成
15
年
の
町
長
選
挙
を
見
据

え
て
驚
き
の
行
動
に
出
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

吉
田
町
の
全
戸
約
8
3
0
0
戸
を
全
て
訪

れ
、
行
政
へ
の
意
見
を
聞
く
と
い
う
こ
と
で

し
た
。
平
成
14
年
の
3
月
か
ら
12
月
ま
で
、

約
10
カ
月
を
か
け
て
一
軒
一
軒
し
ら
み
つ
ぶ

し
に
歩
い
て
訪
ね
た
と
い
い
ま
す
。

 

当
時
の
こ
と
を
町
長
は
「
は
じ
め
は
『
こ

の
人
だ
れ
？
』
と
、変
人
扱
い
さ
れ
ま
し
た
。

で
も
地
道
に
町
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
聞
く
う

ち
に
協
力
者
も
現
れ
て
『
ま
だ
う
ち
に
は
来

て
く
れ
な
い
ん
で
す
か
？
』
と
電
話
が
く
る

ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
翌
年
の
町
長

選
で
当
選
。
真
剣
に
や
れ
ば
、
山
は
動
く
の

で
す
」
と
語
り
ま
す
。

自
ら
の
足
で
行
動
す
る
田
村
町
長
が
現
在

推
し
進
め
て
い
る
の
が
、
防
災
と
に
ぎ
わ
い

と
が
両
立
す
る
ま
ち
づ
く
り
。
ま
ず
は
人
命

に
関
わ
る
防
災
か
ら
着
手
し
て
い
ま
す
が
、

契
機
と
な
っ
た
の
は
東
日
本
大
震
災
で
し
た
。

「
東
日
本
大
震
災
の
津
波
被
害
は
、
当
時
繰

り
返
し
報
道
さ
れ
多
く
の
人
の
心
に
衝
撃
を

与
え
ま
し
た
。
ま
た
、
国
が
巨
大
地
震
に
備

え
て
予
算
を
組
む
だ
ろ
う
と
い
う
予
想
も
つ

き
ま
し
た
。
で
す
か
ら
町
の
防
災
懸
案
事
項

を
進
め
る
に
は
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
逃
し
て

は
い
け
な
い
と
判
断
し
、
津
波
避
難
タ
ワ
ー

や
防
潮
堤
の
計
画
を
立
て
た
の
で
す
。
平
成

25
年
2
月
に
大
型
補
正
予
算
が
組
ま
れ
た
の

を
見
て
、
私
は
国
の
社
会
資
本
総
合
整
備
交

付
金
（
防
災
・
安
全
）
を
得
る
た
め
に
全
て

直
談
判
で
吉
田
町
の
防
災
事
業
の
必
要
性
を

訴
え
て
き
ま
し
た
」（
町
長
）

今
後
30
年
の
う
ち
に
70
％
の
確
率
で
発
生

す
る
と
言
わ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の

脅
威
に
は
、吉
田
町
も
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
町
長
の
こ
の
時じ

ぎ宜
を
得
た
行
動
が
功

を
奏
し
、
国
か
ら
1
1
0
億
円
余
の
事
業

が
行
え
る
補
助
金
を
得
て
津
波
防
災
ま
ち
づ

く
り
が
着
実
に
動
き
始
め
ま
し
た
。

暴れ川としてその名を知られる大井川の河口
付近は、広大な扇状地を形成している。吉田町
の歴史は、この扇状地を開拓して生活の場を築
き上げてきた。

吉田町は東日本大震災の同年11月に、東京大学地震研究所の都
つ じ

司
嘉
よしのぶ

宣博士の監修で、1000年に一度の大津波を想定したハザードマップ
を作成。浸水深、浸水範囲、津波の到達時間などを明らかにした。これ
によると町を襲う津波高は8.6m。現在の6.2mの防潮堤を越えて市街
地に押し寄せ、町域の約55％が浸水し、町民の4割は想定津波浸水域
内に居住しているという結果が示された。

平成23年3月11日 
東日本大震災発生 

平成26年3月    
津波避難タワー完成（15基全体）

平成24年7月 
津波避難施設（道路上）設計技術検討委員会

平成23年11月
吉田町津波ハザードマップ完成

平成24年12月
津波避難タワー建設着手

平成28年      
多目的広場建設着手

（将来像）

平成37年 
シー・ガーデン（海浜公園）
町の沿岸部全5㎞に完成予定

吉田町の防災対策の歩み

田村典彦町長。平成15年
4月より現職、現在4期目。

神戸

片岡

湯
日
川

大
幡
川

大
井
川

大幡

吉田漁港

住吉

川尻

駿河湾

藤枝市

焼津市

吉田町

大
井
川

牧之原市

N

御前崎市

遠州灘

浜松市

静岡市
静岡県

浸水深の凡例
10m

深い

0m
浅い

12

平
成
23
年
3
月
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
大
津
波
。

沿
岸
の
町
と
し
て
危
機
感
を
高
め
た
吉
田
町
は
、

こ
の
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
る
べ
く

安
全
で
活
気
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
挑
ん
で
い
ま
す
。

危
機
対
応
に
長
け
た
町
長
が
見
据
え
る

安
心
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

駿
河
湾
に
面
し
た
静
岡
県
榛は

い
ば
ら
ぐ
ん

原
郡
吉
田

町
。
人
口
約
3
万
人
、
面
積
約
20
㎢
で
、
一

級
河
川
の
大
井
川
河
口
西
岸
に
位
置
す
る
町

で
す
。
大
井
川
が
運
ん
だ
土
砂
が
堆
積
し
て

形
成
さ
れ
た
扇
状
地
を
先
人
た
ち
が
開
拓
し
、

生
活
の
場
を
広
げ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
と
い
っ
た
資
源
を
持
た
な
い
半
農
半

漁
の
町
で
し
た
が
、
昭
和
30
年
代
の
初
め
か

ら
養よ

う

鰻ま
ん

業ぎ
ょ
うが
盛
ん
に
な
り
、
鰻う

な
ぎの
生
産
高
が

日
本
一
と
な
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
人
工

飼
料
が
原
因
で
鰻
に
病
気
が
ま
ん
延
し
た
こ

と
か
ら
養
殖
も
下
火
に
。
し
か
し
、
そ
の
養

鰻
池
が
荒
れ
新
た
な
活
用
を
図
る
必
要
に
迫

ら
れ
て
い
た
こ
と
、
さ
ら
に
、
昭
和
44
年
の

東
名
高
速
道
路
吉
田
I
C
開
通
も
後
押
し

と
な
り
、
企
業
の
進
出
が
進
み
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
あ
る
程
度
は
豊
か
な
町
と

し
て
静
か
な
る
成
長
を
続
け
て
き
た
吉
田
町

に
、
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
が
登
場
し
た
の
は
平

成
15
年
の
こ
と
。
そ
の
リ
ー
ダ
ー
と
は
、
現

在
4
期
目
を
迎
え
て
ま
す
ま
す
精
力
的
に
活

動
す
る
田
村
典
彦
町
長
で
す
。

吉
田
町
に
生
ま
れ
、
幼
い
頃
か
ら
地
元
を

愛
し
て
や
ま
な
い
少
年
で
あ
っ
た
田
村
町
長

は
、
現
在
で
も
「
私
の
趣
味
は
吉
田
町
」
と

言
い
切
る
ほ
ど
町
へ
の
強
い
想
い
を
持
っ
て

い
ま
す
。
大
学
進
学
を
機
に
故
郷
を
離
れ
、

災
害
へ
の
自
覚
が

町
を
大
き
く
変
え
る
15基のうち、5基は歩道橋型の津波避難タワー。何よりも人
命を守るため迅速に建設する必要性を感じた町長のアイデア
で、土地の取得などの手間がかからない全国初の道路上の津
波避難タワーが完成した。道路法施行令の一部改正により、避
難施設が道路上の占用許可対象物件として追加された。

静岡県榛原郡
吉田町
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幹
部
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補
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陸
上
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。
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徹
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的
に
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機
に
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え
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得
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で
、
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後
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に

吉
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に
戻
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ま
し
た
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ら
、
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す
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故
郷
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く
運

営
し
た
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と
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志
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に
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た
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村
町
長
は
、
平
成
15
年
の
町
長
選
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の
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町
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の
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だ
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？
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と
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扱
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ま
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で
も
地
道
に
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だ
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来
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す
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と
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ま
で
に
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。
そ
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翌
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町
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選
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当
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真
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ば
、
山
は
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で
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足
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が
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に
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と
が
両
立
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く
り
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ま
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は
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に
関
わ
る
防
災
か
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着
手
し
て
い
ま
す
が
、

契
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と
な
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の
は
東
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本
大
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で
し
た
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「
東
日
本
大
震
災
の
津
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被
害
は
、
当
時
繰

り
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し
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道
さ
れ
多
く
の
人
の
心
に
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撃
を
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え
ま
し
た
。
ま
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、
国
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大
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に
備

え
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予
算
を
組
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だ
ろ
う
と
い
う
予
想
も
つ
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ま
し
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で
す
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ら
町
の
防
災
懸
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事
項

を
進
め
る
に
は
こ
の
タ
イ
ミ
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グ
を
逃
し
て

は
い
け
な
い
と
判
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し
、
津
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避
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ー

や
防
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堤
の
計
画
を
立
て
た
の
で
す
。
平
成

25
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2
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に
大
型
補
正
予
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が
組
ま
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た
の

を
見
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、
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の
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資
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総
合
整
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付
金
（
防
災
・
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）
を
得
る
た
め
に
全
て

直
談
判
で
吉
田
町
の
防
災
事
業
の
必
要
性
を

訴
え
て
き
ま
し
た
」（
町
長
）

今
後
30
年
の
う
ち
に
70
％
の
確
率
で
発
生

す
る
と
言
わ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
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の

脅
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に
は
、吉
田
町
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ま
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町
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内に居住しているという結果が示された。

平成23年3月11日 
東日本大震災発生 

平成26年3月    
津波避難タワー完成（15基全体）

平成24年7月 
津波避難施設（道路上）設計技術検討委員会

平成23年11月
吉田町津波ハザードマップ完成

平成24年12月
津波避難タワー建設着手

平成28年      
多目的広場建設着手

（将来像）

平成37年 
シー・ガーデン（海浜公園）
町の沿岸部全5㎞に完成予定

吉田町の防災対策の歩み

田村典彦町長。平成15年
4月より現職、現在4期目。

神戸

片岡

湯
日
川

大
幡
川

大
井
川

大幡

吉田漁港

住吉

川尻

駿河湾

藤枝市

焼津市

吉田町

大
井
川

牧之原市

N

御前崎市

遠州灘

浜松市

静岡市
静岡県

浸水深の凡例
10m

深い

0m
浅い



15

津
波
に
も
対
応
で
き
る
防
潮
堤
に
し
よ
う

と
、
ま
ず
大
井
川
の
河
口
か
ら
吉
田
漁
港
に

か
け
て
の
約
1
・
6
㎞
の
整
備
計
画
を
立
て
、

そ
れ
を
具
体
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
約
10
m

も
の
高
さ
に
な
り
ま
す
が
、
切
り
立
つ
壁
の

よ
う
な
防
潮
堤
で
は
な
く
、
底
面
の
幅
を
大

き
く
広
げ
る
こ
と
で
回
廊
の
よ
う
に
ゆ
っ
た

り
し
た
防
潮
堤
に
す
る
計
画
で
す
。

シ
ー
・
ガ
ー
デ
ン
・
シ
テ
ィ
構
想
で

防
災
と
に
ぎ
わ
い
の
両
立
を
目
指
す

「
地
域
防
災
力
の
向
上
の
た
め
に
地
域
防
災

指
導
者
養
成
講
座
・
ジ
ュ
ニ
ア
防
災
士
養
成

講
座
の
継
続
的
開
催
や
防
災
ラ
ジ
オ
の
無

償
配
布
な
ど
、
町
民
へ
の
啓
発
も
怠
ら
ず
に

や
っ
て
い
き
ま
す
。
た
だ
し
、
常
に
防
災
意

識
や
危
機
感
を
持
ち
続
け
て
生
活
す
る
の
は

困
難
な
こ
と
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
ハ
ー
ド

面
の
整
備
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
現

在
は
、
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
や
か
ま
ど
ベ
ン

チ
な
ど
を
備
え
た
防
災
公
園
の
整
備
に
も
取

り
組
ん
で
い
ま
す
」（
町
長
）

こ
の
防
災
公
園
も
先
述
し
た「
海か

い
ひ
ん
か
い
ろ
う

浜
回
廊
」

と
し
て
の
防
潮
堤
も
、
単
な
る
防
災
施
設
で

は
な
く
、
人
々
が
集
う
場
と
し
て
も
活
用
し

て
い
く
考
え
で
す
。
加
え
て
吉
田
漁
港
の
前

浜
を
多
目
的
広
場
と
し
て
整
備
し
、
水
産
振

興
を
兼
ね
た
憩
い
の
場
を
作
る
計
画
も
あ
り

ま
す
。
ワ
イ
ン
を
片
手
に
海
鮮
料
理
を
ゆ
っ

く
り
と
味
わ
え
る
レ
ス
ト
ラ
ン
の
誘
致
や
イ

ベ
ン
ト
の
常
時
開
催
な
ど
、
多
く
の
人
が
楽

し
め
る
場
所
づ
く
り
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い

ま
す
。「
海
浜
回
廊
と
防
災
公
園
を
核
と
し
た

こ
の
シ
ー・
ガ
ー
デ
ン・シ
テ
ィ
構
想
は
、
こ
れ

か
ら
の
吉
田
町
に
と
っ
て
大
き
な
意
味
を
持
っ

て
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
防
災
の
町
に
観
光

の
色
彩
を
加
え
、
こ
れ
ま
で
こ
の
町
に
欠
け
て

い
た“
に
ぎ
わ
い
”が
創
出
さ
れ
る
か
ら
で
す
。

絶
対
に
安
全
な
基
準
を
ク
リ
ア
し
た
防
災
と

に
ぎ
わ
い
が
両
立
で
き
れ
ば
、
企
業
も
進
出

し
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
し
、
新
た
な
雇
用
も
生

ま
れ
、
み
ん
な
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
豊
か

で
勢
い
の
あ
る
町
で
あ
り
続
け
ま
す
。
実
際
、

こ
う
し
た
町
の
取
り
組
み
に
期
待
を
寄
せ
る

企
業
も
出
て
お
り
、
こ
の
ほ
ど
、
吉
田
漁
港

隣
接
地
の
約
6
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
用
地
に
食
品

メ
ー
カ
ー
が
進
出
を
決
め
ま
し
た
」（
町
長
）

防
災
と
に
ぎ
わ
い
を
両
輪
に
町
の
運
営
を

手
が
け
る
町
長
で
す
が
、
町
の
成
長
の
た
め

に
も
う
一
つ
重
視
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
、
町
内
に
若
年
層
女
性
を
増
や

す
こ
と
。
こ
の
世
代
の
女
性
は
子
ど
も
を
産

み
育
て
る
の
と
同
時
に
、
女
性
の
活
躍
と
い

う
視
点
か
ら
も
非
常
に
期
待
で
き
ま
す
。
子

育
て
を
し
つ
つ
安
心
し
て
働
け
る
よ
う
な
仕

組
み
を
作
る
た
め
、
行
政
が
担
当
す
る
育
児

と
教
育
委
員
会
が
担
当
す
る
教
育
と
の
連
携

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

防
衛
庁
時
代
に
培
っ
た
危
機
対
応
力
で

「
最
善
に
期
待
し
て
最
悪
に
備
え
る
」
と
い

う
田
村
町
長
。
町
に
必
要
な
こ
と
を
把
握

し
て
自
ら
率
先
し
て
行
動
し
て
き
た
町
長
を

リ
ー
ダ
ー
に
、
吉
田
町
は
変
わ
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。
防
災
と
地
方
創
生
の
両
立
。
吉
田
町

の
そ
の
変
化
に
は
、
こ
れ
か
ら
も
大
い
に
注

目
で
す
。

シー・ガーデンでは、大井川の河口から吉田漁港の前
浜に建設する多目的広場まで、9メートル級の大津波
にも対応できる防潮堤の回廊でつなぎ海浜公園とす
る。最終的には、町の沿岸全5㎞をつなぐ回廊を完
成させたい。防潮堤の上を有効活用し、防災対策とに
ぎわいの創出の両立を目指す。

上／地域防災指導者養成講座では、地域で中心的な
役割を果たす指導員を養成。写真は、次世代の地域
防災リーダーを育成するための「ジュニア防災士養成
講座」の様子。
下／防災公園と啓発施設の計画図。災害時における
避難場所として、マンホールトイレやかまどベンチを備
えた防災公園を整備する。公園内には防災啓発施設
も整備し、町の防災情報発信や防災啓発拠点として
活用していく。
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人
命
を
守
る
津
波
避
難
タ
ワ
ー
と

財
産
・
生
産
活
動
を
守
る
防
潮
堤

国
か
ら
の
補
助
金
で
ま
ず
実
現
し
た
の

は
、
人
命
を
守
る
津
波
避
難
タ
ワ
ー
の
設
置

で
す
。
町
長
は
、
ま
ず
東
日
本
大
震
災
の
よ

う
に
1
0
0
0
年
に
一
度
の
大
津
波
が
こ

の
町
を
襲
っ
た
と
き
、
ど
の
よ
う
な
被
害
に

な
る
か
、
一
刻
も
早
く
町
民
の
皆
さ
ん
に
示

す
必
要
が
あ
る
と
考
え
、
東
京
大
学
地
震
研

究
所
の
都つ

じ司
博
士
を
訪
ね
、
町
で
さ
ま
ざ
ま

な
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
そ

れ
を
基
に
、
町
独
自
の
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
作
成
す
る
と
共
に
、
想
定
津
波
浸
水

域
を
20
の
街
区
に
分
け
、
既
存
の
学
校
や
ホ

テ
ル
と
い
っ
た
施
設
を
利
用
で
き
な
い
15
の

街
区
に
は
津
波
避
難
タ
ワ
ー
を
建
設
す
る
こ

と
に
し
た
の
で
す
。
し
か
し
、
道
路
上
空
を

利
用
し
た
津
波
避
難
タ
ワ
ー
に
関
し
て
は
全

国
的
に
も
例
が
な
く
、
そ
の
建
設
手
法
や
計

画
に
あ
た
っ
て
は
、
設
計
上
の
準
用
基
準
や

安
全
率
の
考
え
方
、
整
備
上
の
法
律
的
な
制

約
な
ど
を
一
か
ら
整
理
す
る
必
要
が
あ
っ
た

の
で
す
。
そ
こ
で
町
は
、
国
土
交
通
省
と
そ

の
研
究
機
関
な
ど
の
協
力
を
得
て
「
津
波
避

難
施
設
（
道
路
上
）
設
計
技
術
検
討
委
員

会
」
を
設
置
。
1
㎡
あ
た
り
2
人
が
避
難
で

き
る
広
さ
や
津
波
で
流
さ
れ
て
き
た
船
な
ど

が
引
っ
か
か
っ
て
も
支
障
に
な
ら
な
い
高
さ

な
ど
を
判
断
。
基
礎
工
事
に
は
地
下
に
38
m

も
の
杭
を
打
ち
込
む
な
ど
、
絶
対
的
な
安
全

性
を
確
保
す
る
こ
と
も
決
め
ま
し
た
。

平
成
26
年
3
月
ま
で
に
は
全
15
基
が
完

成
し
、
町
内
の
ど
の
家
か
ら
も
5
分
以
内
に

避
難
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
の

課
題
は
、
町
民
に
津
波
避
難
タ
ワ
ー
の
存
在

を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
。
説
明

会
を
開
催
し
た
り
、
広
報
誌
に
取
り
上
げ
た

り
す
る
だ
け
で
な
く
、
昨
年
の
11
月
に
は
町

民
の
健
康
づ
く
り
も
兼
ね
て
、
タ
ワ
ー
を
巡

る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し

た
。
自
宅
近
く
の
タ
ワ
ー
以
外
に
も
、
ど
こ

に
タ
ワ
ー
が
あ
る
か
を
把
握
し
て
お
く
こ
と

で
、
外
出
先
で
避
難
が
必
要
に
な
っ
た
場
合

も
対
応
で
き
ま
す
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン

ト
は
、
こ
れ
か
ら
も
コ
ー
ス
を
増
や
し
て
定

期
的
に
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

た
だ
、津
波
防
災
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
、

津
波
避
難
タ
ワ
ー
以
上
に
重
要
な
の
は
防
潮

堤
だ
と
町
長
は
考
え
て
い
ま
す
。
防
潮
堤
で

津
波
の
越え

つ
り
ゅ
う流

を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
人

命
だ
け
で
な
く
町
民
の
財
産
や
企
業
の
生
産

活
動
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。

現
在
の
防
潮
堤
は
、
L
1
（
1
0
0
〜

1
5
0
年
に
一
度
発
生
す
る
地
震
規
模
）
に
は

対
応
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
L
2（
1

 

0

 
0
 
0
 

年
に
一
度
発
生
す
る
巨
大
地
震
規
模
）
の
大

津波避難タワー整備箇所（街区）
　避難場所として利用できる既存施設のない15の街
区に津波避難タワーを建設した。各地区から津波避難
タワーまで5分以内に避難できる。

公園跡地に建設された津波避難タワー。建
築基準法の工作物とするため、床をメッシュ
構造にした。空に向けて設置されているの
は太陽光パネル。ソーラー発電式の夜間照
明設備3日分程度の電力を充電できる。

ホテルプレストン

住吉小学校 川尻会館

レック株式会社

Zは浸水区域外へ避難

  吉田町の「避難街区・避難施設建設計画」より
  建物名称の記載がない■はすべて津波避難タワー

街区 想定される浸水深（ｍ）
土地の
標高（ｍ）

要避難者数（人）
昼 夜

A 5.2 1.9 428 196
B 4.6 3 424 265
C 5.2 3 1081 875
D 4.8 3.2 796 860
E 5.7 2.8 748 803
F 4.1 3.5 375 414
G 3.9 3.8 608 638
H 3 3.2 499 712
I 4.2 2.3 93 99
J 4.4 3.4 734 788
K 3.7 3.1 949 1122
L 3.6 2.8 787 732
M 3 3.2 936 942
N 1.7 3.3 1579 1500
O 3 3.2 296 417
P 3.9 3.3 949 1281
Q 1.6 3.4 1166 611
R 2.2 3.5 754 757
S 0.7 4.2 796 533
Z 地点により 地点により 2286 2379
合計 16284 15924
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津
波
に
も
対
応
で
き
る
防
潮
堤
に
し
よ
う

と
、
ま
ず
大
井
川
の
河
口
か
ら
吉
田
漁
港
に

か
け
て
の
約
1
・
6
㎞
の
整
備
計
画
を
立
て
、

そ
れ
を
具
体
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
約
10
m

も
の
高
さ
に
な
り
ま
す
が
、
切
り
立
つ
壁
の

よ
う
な
防
潮
堤
で
は
な
く
、
底
面
の
幅
を
大

き
く
広
げ
る
こ
と
で
回
廊
の
よ
う
に
ゆ
っ
た

り
し
た
防
潮
堤
に
す
る
計
画
で
す
。

シ
ー
・
ガ
ー
デ
ン
・
シ
テ
ィ
構
想
で

防
災
と
に
ぎ
わ
い
の
両
立
を
目
指
す

「
地
域
防
災
力
の
向
上
の
た
め
に
地
域
防
災

指
導
者
養
成
講
座
・
ジ
ュ
ニ
ア
防
災
士
養
成

講
座
の
継
続
的
開
催
や
防
災
ラ
ジ
オ
の
無

償
配
布
な
ど
、
町
民
へ
の
啓
発
も
怠
ら
ず
に

や
っ
て
い
き
ま
す
。
た
だ
し
、
常
に
防
災
意

識
や
危
機
感
を
持
ち
続
け
て
生
活
す
る
の
は

困
難
な
こ
と
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
ハ
ー
ド

面
の
整
備
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
現

在
は
、
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
や
か
ま
ど
ベ
ン

チ
な
ど
を
備
え
た
防
災
公
園
の
整
備
に
も
取

り
組
ん
で
い
ま
す
」（
町
長
）

こ
の
防
災
公
園
も
先
述
し
た「
海か

い
ひ
ん
か
い
ろ
う

浜
回
廊
」

と
し
て
の
防
潮
堤
も
、
単
な
る
防
災
施
設
で

は
な
く
、
人
々
が
集
う
場
と
し
て
も
活
用
し

て
い
く
考
え
で
す
。
加
え
て
吉
田
漁
港
の
前

浜
を
多
目
的
広
場
と
し
て
整
備
し
、
水
産
振

興
を
兼
ね
た
憩
い
の
場
を
作
る
計
画
も
あ
り

ま
す
。
ワ
イ
ン
を
片
手
に
海
鮮
料
理
を
ゆ
っ

く
り
と
味
わ
え
る
レ
ス
ト
ラ
ン
の
誘
致
や
イ

ベ
ン
ト
の
常
時
開
催
な
ど
、
多
く
の
人
が
楽

し
め
る
場
所
づ
く
り
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い

ま
す
。「
海
浜
回
廊
と
防
災
公
園
を
核
と
し
た

こ
の
シ
ー・
ガ
ー
デ
ン・シ
テ
ィ
構
想
は
、
こ
れ

か
ら
の
吉
田
町
に
と
っ
て
大
き
な
意
味
を
持
っ

て
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
防
災
の
町
に
観
光

の
色
彩
を
加
え
、
こ
れ
ま
で
こ
の
町
に
欠
け
て

い
た“
に
ぎ
わ
い
”が
創
出
さ
れ
る
か
ら
で
す
。

絶
対
に
安
全
な
基
準
を
ク
リ
ア
し
た
防
災
と

に
ぎ
わ
い
が
両
立
で
き
れ
ば
、
企
業
も
進
出

し
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
し
、
新
た
な
雇
用
も
生

ま
れ
、
み
ん
な
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
豊
か

で
勢
い
の
あ
る
町
で
あ
り
続
け
ま
す
。
実
際
、

こ
う
し
た
町
の
取
り
組
み
に
期
待
を
寄
せ
る

企
業
も
出
て
お
り
、
こ
の
ほ
ど
、
吉
田
漁
港

隣
接
地
の
約
6
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
用
地
に
食
品

メ
ー
カ
ー
が
進
出
を
決
め
ま
し
た
」（
町
長
）

防
災
と
に
ぎ
わ
い
を
両
輪
に
町
の
運
営
を

手
が
け
る
町
長
で
す
が
、
町
の
成
長
の
た
め

に
も
う
一
つ
重
視
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
、
町
内
に
若
年
層
女
性
を
増
や

す
こ
と
。
こ
の
世
代
の
女
性
は
子
ど
も
を
産

み
育
て
る
の
と
同
時
に
、
女
性
の
活
躍
と
い

う
視
点
か
ら
も
非
常
に
期
待
で
き
ま
す
。
子

育
て
を
し
つ
つ
安
心
し
て
働
け
る
よ
う
な
仕

組
み
を
作
る
た
め
、
行
政
が
担
当
す
る
育
児

と
教
育
委
員
会
が
担
当
す
る
教
育
と
の
連
携

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

防
衛
庁
時
代
に
培
っ
た
危
機
対
応
力
で

「
最
善
に
期
待
し
て
最
悪
に
備
え
る
」
と
い

う
田
村
町
長
。
町
に
必
要
な
こ
と
を
把
握

し
て
自
ら
率
先
し
て
行
動
し
て
き
た
町
長
を

リ
ー
ダ
ー
に
、
吉
田
町
は
変
わ
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。
防
災
と
地
方
創
生
の
両
立
。
吉
田
町

の
そ
の
変
化
に
は
、
こ
れ
か
ら
も
大
い
に
注

目
で
す
。

シー・ガーデンでは、大井川の河口から吉田漁港の前
浜に建設する多目的広場まで、9メートル級の大津波
にも対応できる防潮堤の回廊でつなぎ海浜公園とす
る。最終的には、町の沿岸全5㎞をつなぐ回廊を完
成させたい。防潮堤の上を有効活用し、防災対策とに
ぎわいの創出の両立を目指す。

上／地域防災指導者養成講座では、地域で中心的な
役割を果たす指導員を養成。写真は、次世代の地域
防災リーダーを育成するための「ジュニア防災士養成
講座」の様子。
下／防災公園と啓発施設の計画図。災害時における
避難場所として、マンホールトイレやかまどベンチを備
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